
学校教育目標   

『考える子（知）豊かな子（徳）強い子（体）』 

キャッチフレーズ 

『笑顔あふれ 心あったか 清川っ子』 

重点（目指す子どもの姿） 

 【チャレンジ】【挨拶・感謝】【思いやりの心】 
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  １１月１９日(火)、講師として千葉孝司様、家入学様をお招きし、

PTA 教養部主催の『研修会』が実施されました。前半の１時間は保

護者の皆様を対象に『子どもの心を守ろう～令和の子育てに必要なこ

と～』と題して、後半４５分間は子どもたち、保護者の皆様を対象に

『歌で考える大切なこと』と題しての研修会でした。 

前半での話のポイントとして、以下の内容です。 

  後半は、千葉先生から子どもたちへのメッセージ、そして家入さんのメッ

セージソングと内容盛りだくさんな研修会となりました。両者に共通してい

ることは、下枠の４点でした。また、いじめ防止に向けた取組もしている千

葉先生からは、「いじめは、された人も、した人も、その家族も、周りのみん

なも不幸にすること。だから、絶対

にしてはいけない」という大切なメ

ッセージもいただきました。 

  わかりやすく、大変ために

なる話をたくさん聞くことがで

き、多くの学びを得る機会と

なりました。講師のお二方、そ

して、親子で学ぶ機会を作ってくださった PTA教養部の皆様に心から

感謝しております。ありがとうございました。 

 
令和６年度 帯広市立清川小学校 学校便り 

・子どものうちにたくさん失敗をさせる経験が大切 

・頑張ることと無理をすることは違う。頑張ること、休むことを教えてあげる⇒アクセルとブレーキ 

・大人の OK ラインと子どもの OK ラインは違う。大人に合わせると子どもは苦しくなる・・・ 

・きっちり派とアバウト派⇒子育てにはアバウトが必要 

・子どもはおだっているときに伸びる（成長する） 

・天狗の鼻をへし折られたら家で修復（外でへこむ、傷つくできごとがあったときは、親が受け止める） 

・学校はレストラン型サービスをする場所ではなくバーベキュー型サービスをする場所 

・子どもたちの成長のためには、学校と家庭が同じ考えである必要がある 

・子どもの話を聞く、受容するときは、「そうだね」と受け止めるのが基本。しかし、マイナス的なことを言っ

たときだけは「そうかな」と投げかける言葉が必要。⇒本当にそうなのか考えさせる 

１．失敗してもへっちゃらだよ 

２．素直に「ごめんね」が言える人 

になろう 

３．自信をもって手を挙げよう 

４．もっともっとおだっていいんだよ。 

楽しくいこう 



 

 

 

 

 

 

    

１８日（水） 中学校乗り入れ授業（理科） 

２１日（土） 放課後子ども広場 

２３日（月） 大掃除 

２４日（火） 終業式 

２５日（水） 冬季休業（～１／９） 

 随分前のことのように感じてしまう１０月です。たくさん

の活動があり子どもたちの笑顔が溢れていましたよ！ 

ＰＴＡ環境整備 

ありがとうございました 
 １８日（月）PTA 環境部の皆様による『秋の

環境整備』が行われました。どろんこ農園の

片付けやスケートリンク造成に向けた準備な

どしていただきました。 

お忙しい中、そして寒 

い中の作業に心より感 

謝申し上げます。 

 ４日（水） 中学校乗り入れ授業（技術科）   

 ９日（月） 標準学力調査①   職員会議 

１０日（火） 標準学力調査② 

１１日（水） ナウマン号 

１２日（木） 児童会⑧    むぎっこタイム 

１６日（月） 放課後子ども広場 

全校参観日 

へのご出席ありがとうございました 

  ２８日（木）は、お忙しい中の参観、並びに総

会への参加ありがとうございました。授業参観

では子どもたちの学びに向かう姿を見ていた

だきました。また、次年度迎える開校６０周年に

向けた総会では、事業等の取組について承認

していただきありがとうございました。６０年を

迎える清川小学校の歴史と伝統を大切にして

いきたいと思っています。 

 


